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学食・社食等における食品ロス削減の普及啓発 アンケート調査結果 

 

【実施期間】令和５年９月 11 日（月）～令和５年 11 月 17 日（金） 

【回答数】153 

 

 

 

 Q1．食品ロス問題が関係している身の回りへの影響について興味深いものを教えて

ください。 

 

 

学生（中学生以下）, 23人

学生（高校生）, 13人

学生（大学生）, 89人

社会人, 26人

無職, 2人

回答属性

84人

60人

67人

91人

8人

1人

人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人 100人

食品ロスを減らすことで、家計や税金の節約ができる

（物価高騰による影響を軽減できる）。

捨てられた食品を燃焼処分することにより、

異常気象（地球温暖化、干ばつ、洪水など）を加速させている。

捨てられた食品を作るために、

貴重な資源（水、燃料、労働など）の無駄遣いが起きている。

食料が余って捨てられている国や地域がある一方で、

食料不足に悩んでいる国や地域がある。

特に興味深い影響はない

その他の意見

参考資料１ 
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Q2．賞味期限と消費期限の違いを知っていますか？ 

 

 

 

Q3．ご家庭で「賞味期限」が切れた食品を見つけた場合、どうしますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元々違いを知っており、実際の

対応を正しく実行できている, 

101人, 66%

元々違いを知っているが、実際の

対応が正しく実行できないことが

ある, 38人, 25%

説明を読んで、違いが分かっ

た, 12人, 8%

説明を読んでも、違いが分からない, 2人, 1%

【できるだけ捨てない】臭いや味を確かめ

てみて、食べられそうなら食べる。（食べ

られそうになければ捨てる）, 137人, 93%

【捨てる】期限がきれていたら迷わず捨

てる。, 11人, 7%
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Q4．食品を購入する際の当てはまる行動を教えてください。（複数回答可） 

 

 

 

Q5．外食（宴会含む）をした際に食べ残したものを持ち帰りたいと思いますか？ 

 ※持ち帰りを推奨しているお店とします。 

 （複数回答可） 

 

 

46人

36人

34人

86人

22人

人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人 100人

食品は、立地条件よりも、品ぞろえ（種類や量）の豊富さ、

品切れをしないお店に優先的に買いに行くことが多い。

特売やまとめ売りで安価販売していたら、

必要量より多く購入してしまう。

日配品（牛乳や豆腐、パンやサンドイッチ、おにぎりなど含む）

は、

同じ値段ならできるだけ新しいものを選んで購入する。

値引きシールが貼られた商品は、積極的に購入する。

特になし

71人

54人

6人

10人

8人

44人

3

人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人

【持ち帰る】多少持ち帰り用の容器代がかかっても、

もったいないから持ち帰る。

【持ち帰る】容器代や袋代が無料なら持ち帰る。

【持ち帰らない】気恥ずかしいから、持ち帰らない。

【持ち帰らない】衛生的に不安だから持ち帰らない。

【持ち帰らない】面倒くさい（持ち帰る手間がかかる）、

中身がこぼれたり汚れたりするのが心配だから、持ち帰らない。

【その他】食べきることを心がけているので食べ残しすることはな

い。

その他
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Q6．テーブルに設置された食品ロス問題のメッセージ（卓上ポップ）についてどう感

じましたか？ 

 

 

 

Q7．沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマークを見たことはありますか？ 

 

 

 

 

 

食品ロス問題を知る（考える）きっかけ

になった。, 120人, 78%

特に何も思わなかった（食品

ロス問題に関心がない）。, 

10人, 7%

目に入らなかった（卓上ポッ

プの存在が分からなかっ

た）。, 7人, 5%

食堂を利用していないか

らわからない, 16人, 10%

見たことがあり、食品ロス削減

に関係するマークであることを

知っている。, 34人, 22%

見たことがあるが、何の

マークかはわからない。, 

21人, 14%

これまでに見たことがな

い、知らない。, 98人, 

64%


